


月明かりが照らすかすかな記憶を辿り、1000年以上の時間
人々に愛され語り継がれてきた神秘的な物語を現代に甦らせた
虚構空間に拡がる月華、リアルが醸し出す刹那
憂い、葛藤、共鳴、儚い表情に幾度も出会う
人の感情や幸せの価値観は、案外過去も現在も変わらないのかもしれないと強く感じた
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